
 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年の市内の刑法犯認知件数は、1,790件（暫定値）で、ピーク時の

平成１５年（6,427件）と比べると、5,049件（約 72％）減少しました。   

この刑法犯の内、窃盗犯（1,378 件）が最も多く、全体の約 8 割を占めて

います。特に、自転車やオートバイなどの乗り物盗（６４２件）が市内で多発し

ており、特にカギのかけ忘れによる被害が増加しました。 

 

 

 

 

 

  

  

 
 

令和 5年の特殊詐欺認知件数は、55 

。 
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※こちらの機能は Word 2013 でのみご使用いただけます。 

全国の特殊詐欺のトレンドは？増加する『サポート詐欺』の架空請求詐欺にご注意！ 

 

 

令和５年度ポスターコンクール 

（防犯部門最優秀賞作品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和市の特殊詐欺のトレンドは！？  
令和 5 年の特殊詐欺認知件数は、55 件（暫定値）で、前年（73 件）と比べる

と、１８件減少しました。市内では、以前として息子や孫をかたる劇場型のオレオ

レ詐欺と市役所職員をかたる還付金詐欺の手口が主流となっています。 

市内では特殊詐欺が減少！ その理由とは！？ 
 特殊詐欺の認知件数が減った要因の一つとして、大和市が実施している『録音
機能付き電話機』の購入費補助金事業が挙げられます。 

 電話が鳴る前に『この通話は防犯のため、録音します。』という警告のアナウン

スが流れることで、声を残されるのを嫌う詐欺の犯人や悪質な勧誘業者は、アナ

ウンス途中に電話を切ってしまうことが多いようです。 

 電話が鳴ると電話につい出てしまうのが人の習性ですが、この電話機は、警告

のアナウンスが流れている最中は、ご自宅の固定電話の着信が鳴らないため、

詐欺被害の防止に有効であると言われています。 

 市では、これまで約２千人以上の方がこの補助金制度を利用し、電話機を購入

しており、不審な電話が鳴らなくなったとのお声を沢山いただいいるそうです。 
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特殊詐欺ニュース 

警察庁によると、令和５年の特殊詐欺の認知件数は１万 9,033 件で

前年より 1,463件（約８．３％）増加し、被害額は約４４１億円で前年より

約 70億円（約１９％）増加しました。 「オレオレ詐欺」など対面型の詐欺

件数は減少した一方でパソコンやスマートフォンの普及に伴い、インター

ネット閲覧中に「偽のセキュリティ警告」等を表示し、サポート料金名目等

で金銭をだまし取ろうとする「サポート詐欺」が多発しています。 

偽警告画面に表示された電話番号にかけてしまうと、偽のカスタマーセ

ンターにつながり、不要なソフトウェアのインストールやサポート契約をす

すめてくるため、絶対に電話をかけないでください。 
また、年度末は「還付金詐欺」多発します！ 
 

お金の話が出たら、それは詐欺です。 

「自分は騙されない」ではなく、十分ご注意ください。 

🚴特に市内では自転車とオートバイの盗難が増加🚴 
〇自転車盗 令和 4年 297件 ⇒ 令和 5年 522件（無施錠 363件） 

〇オートバイ盗 令和 4年 28件 ⇒ 令和 5年 101件（無施錠 21件） 

  

tel:046-260-5048


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 和 市 防 犯 協 会 の 取 り 組 み 

 

 

大和市防犯協会は、地域住民の防犯思想の普及及び高揚を図るとともに効果的な防犯活動を推

進し、犯罪のない明るいまちづくりに寄与することを目的として、様々な取り組みを実施しています。 

今後とも当協会の活動に、ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。 

〇取り組みの一例 

市内の一地区（自治連ブロック）を「地域安全活動重点地

区」に指定し、消防本部と協力しながら、防犯・防火活動を地

域住民とともに重点的に取り組む活動をしています。 

令和５年度は、下鶴間・つきみ野地区を地域安全活動重点

地域に指定し、パトロール出発式や防犯・防火の講習会を実

施しました。 
（写真は令和５年１０月１１日につきみ野駅前で行われたパトロール出発式の様子) 

 

 


